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＜ビジター・ゲスト＞  

米山記念奨学生    マック ジャ ハン様 

最終例会にご参加させて

いただき、食事を美味しく

頂き、とても嬉しいかった

です。又、先週の日曜日

は、菅野さんと吉田さんと

一緒に、米山記念奨学委員会セミナーに参加

し、スピッチをする機会がありました。とっ

ても緊張しましたが、お2人と皆様の応援のお

かげで無事に、発表を終えることができまし

た。これからも有益な活動を皆様と一緒に出

来るのを楽しみにしています。 

 

🌸会長の時間🌸   晝間和弘会長 

ロータリーソングの始

まりはロータリークラブ

の創立1905年2月23日に

シカゴロータリークラブ

が誕生し創立者はポー

ル・ハリスを中心とした4

人の友人たちでした。  

ロータリークラブ創立から約3年後（1908

年頃）、シカゴロータリークラブは大きな

危機に直面しました。 

クラブ内で「奉仕強調派」と「親睦派」の

間で激しい対立が生じ、クラブの存続が危

ぶまれる状況となったのです。 

印刷業を営んでたハリー・ラグルスの提案

がこの危機的状況を打開しました。彼は対

立で険悪になった雰囲気を和らげるために

「諸君、歌を唄おうではないか」と提案し

ました。 

これが現在のロータリーソングの始まりと

されています。  

意義と効果(この提案は単なる娯楽ではな

く、深い意味がありました) 

 

 

 

和解の促進：対立する会員同士が一緒に歌

うことで感情的な溝を埋める 

親睦の深化：歌を通じて会員間の絆を強化 

一体感の醸成：共通の歌を歌うことでクラ

ブとしての統一感を生む 

雰囲気の改善：堅苦しい議論の場を和やか

な雰囲気に変える   

 その後の発展この提案が功を奏し、ロータ

リークラブは危機を乗り越えました。その

後、歌を歌う習慣は他のロータリークラブ

にも広がり、現在のような豊富なロータリ

ーソングの伝統が築かれました。つまり、

ロータリーソングは約120年前の1908年頃

に、クラブの危機を救うための実用的な解

決策として始まったということになります。 

現在でも例会で歌われるロータリーソン

グは、この時の「対立を乗り越え、親睦を

深める」という本来の精神を受け継いでい

るのです。 

 

＜幹事報告＞    後藤健幹事 
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新年度になりましたので、会費

の納入と事業活動費の納入をされ

てない方は、是非宜しくお願い致

します。 

 

＜委員長報告＞ 
［親睦活動委員会］   杉田宏充委員長 

今月の24日は新旧役員慰労会

です。大勢の参加宜しくお願い

致します。 

 

［米山記念奨学委員会 菅野茂実会員 

7月6日に私と吉田会員と米山

記念奨学委員会セミナーを受け

ました。一部で一柳総括委員長

が話されていました。奨学生の

ハンさんがスピーチを一生懸命頑張って発

表されました。 

  ＜繁田光エレクト＞ 
今度の日曜日に以前、卓話

に来て頂いた瀧澤博人さん(プ

ロのキックボクサー)の試合が

あります。私や忽滑谷さん、

後藤さんもスポンサーになっています。観戦し

て来ようと思っています。勝つか負けるか分か

りませんが、応援してきます。 

 

＜水村雅啓パストガバナー＞ 

地区やRIの情報をお話

しします。RIでは、新年

度直前にマリオ会長が突

然辞任する混乱がありま

したが、当地区では茂木

正パストガバナーが退会

し、急遽地区委員を変更

するなどの事案がありま

した。指名委員会では、原島エレクト、五

十嵐ノミニーに続くガバナーデジグネート

の選考に入っています。最近選出のない第2

グループからで選出できればと考えていま

す。 

今年度地区ラーニングファシリテーターと

して、入会５年未満の研修セミナーを実施

します。第１～３グループは9月20日㈯にウ

エスタ川越で開催します。当クラブからも

是非出席お願いします。 

 

＜ニコニコＢＯＸ＞ 新井格ＳＡＡ 

      晝間和弘君,後藤健君,繁田光君,新井格君 

ニコニコへの皆様のご協力をお願いします。

各常任委員長計画発表宜しくお願いします。 

      友野政彦君 

晝間年度の皆さん一年間宜しくお願い致し

ます。早退いたします。 

      駒形一人君 

常任委員長、本日は宜しくお願い致します。 

      津藤淳也君 

本日はお休みさせて頂きます。 

      宮崎正文君 

早退します。 

本日¥9,000 累計¥80,000 

 

 

＜出席報告＞     駒形一人委員 

事前欠席連絡5名 

 

 

●常任委員長年度計画発表● 
＜クラブ管理運営委員会＞ 間野尚委員長 

活動方針は今年度にお

ける最優先事項は、会員

増強です。と晝間和弘会

長が掲げております。会

員増強委員会を中心に純

増２名を目指し活動して

まいります。又、クラブ

強化と活性化を念頭に各委員会が連携し、各

会員がロータリーを理解し、会員全員が毎回

例会に出席したくなるクラブ運営を目指しま

す。 

活動計画として 

会員数 出席数 出席率 前週修正率 

39名 27名 75.0％ 144％ 
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1. 目標である会員数の２名純増を目指すと

ともに、魅力あるクラブ運営を行い、会

員の退会防止に努める。 

2. 親睦委員会、プログラム委員会が連携し

て、楽しく魅力ある例会を開催し、出席

率の向上に努める。 

3. ロータリー情報委員会による例会や家庭

集会を開催し、会員のロータリーについ

ての理解を深める事に努める。 

 

＜会員増強委員会＞  金井祐一委員長 

基本的には会員純増2名

増と、今いる会員が減ら

ない活動も一緒にできれ

ばと思っております。会

員増強の中に今回は職業

分類、会員選考会員、増

強ラーニングという形

で、今までそれぞれ独立したものが会員増強

という輪の中で一括りになり共同作業が必要

になってくるのかなと思っておりますので、

皆さん是非ご協力の方をお願いします。8月の

会員増強月間には昨年、名前が挙がった人達

や、改めて掘り起こし継続性をどうするかと

いう部分を、ぜひ皆さんで一緒に考え対と思

っています。活動計画の中にも記載させて頂

いていますが、特に女性会員の増加ができれ

ばと思っていますので、是非ともよろしくお

願い致します。 

 

＜公共イメージ委員会＞ 細田浩司委員長 

公共イメージ委員会は、

「もっとロータリーを知っ

て貰いたい」をテーマに、

地区の公共イメージ委員会

とも連携を図り、活動して

いきます。ロータリーがど

の様な団体であるのか、地

域や世界の問題のために、どのようなアプロ

ーチをしているのか。ロータリーの活動がど

のように地域社会に変化をもたらしているの

か。認知度と信頼感を高めロータリーのブラ

ンドイメージを強化し、会員増強につなげて

いけるよう努めていきます。ロータリーの活

動報告やイベントの情報を主にインスタグラ

ムで発信する。地区各公共委員会や有名人に

よる委員会が主催する会合やイベントに積極

的に参加する。地区や他クラブとも連携情報

提供を行い、相乗効果でロータリーのブラン

ド、向上を図るということで、会員増強に繋

がればと考えます。私1人では出来ませんので

皆さんと協力しながらロータリーの良いイメ

ージを作って、1人でも多くの方々に我々の活

動を知ってもらいます。この団体だったら入

っても良いかなと思える委員会活動を行って

いきたいと思いますので、会長をはじめ、皆

さんどうぞよろしくお願い致します。 

 

＜ロータリー財団委員会＞ 馬路宏樹委員長 

ロータリー財団委員会

の活動方針を「世界の人

びとの健康状態を改善

し、質の高い教育を提供

し、環境保全に取り組

み、貧困をなくすことを

通じて、世界理解・親

善・平和を達成できるようにする」と致しま

した。 

次に活動計画として、ロータリー財団に関

する例会プログラム11月のロータリー財団月

間を目標に提案し実施する事とします。 

また、会員一人当たり年次基金150ドル以

上・ポリオプラス30ドル以上・恒久基金30ド

ル以上合計で210ドル以上の寄付をお願い致

します。世界ポリオデーの10月24日に向け、

ポリオ根絶のための広報活動を行う。具体的

には入間万燈祭りや東松山スリーデーマーチ

での広報活動となります。 

もう一方の米山奨学生委員会につきまして、

活動方針は米山記念奨学生事業を活用し日本

に留学する学生に対し、日本の文化・習慣・

風習などを経験し学んでもらい、将来の国際

的な人材育成を支援いたします。 
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会員の皆様には、寄付のことばかり申し上

げて恐縮ですが、引き続き米山記念奨学会へ

の寄付のお願いと、奨学生の例会での卓話を

実施する。また、会員の皆様には、寄付のこ

とばかり申し上げて恐縮ですが、引き続き米

山記念奨学会への寄付のお願いと、奨学生の

例会での卓話を実施すること。また、カウン

セラーと共に奨学生の相談役となり支援して

参りたいと思います。 

 

＜奉仕プロジェクト委員会＞ 菅野茂実委員長 

 活動方針としてクラブ

の奉仕活動を主導し、地

元や海外の地域社会の人

を、援助する教育的人道

的、職業的プロジェクト

の計画と実施を支援すで

す。奉仕プロジェクトですが職業奉仕、社

会奉仕、国際奉仕、青少年プログラム各委

員長に一任を委ねるという形で今年は活動

して参ります。会員同士の絆を深める機会

を増やし、地域社会におけるロータリーの

認知度向上に努め、事業を継続していきた

いと思います。ポリオ根絶、スリーデーマ

ーチ、クリスマスプレゼント事業等の時は

協力のほどよろしくお願いします。 

 

 

■回覧、配布物 

①助成公益法人900ガイドブック 

②埼玉県腎・アイバンク協会総会資料 

③7/24新旧役員慰労例会出欠席表 

④7/24新旧役員慰労例会出欠席表 

⑤8/28暑気払い例会出欠席表 

⑥9/25秋色例会出欠席表 

⑦8/7ガバナー訪問出欠席表 

⑧ポリオ根絶チャリティースーパーカー参加 

⑨ガバナー月信7月号遅延お詫び 

⑩RI第2660地区ライラ配信登録のお願い 

⑪上期会費災害時対策積立金 

⑫ロータリーリーダーシップ研究会のご案内 

⑬入間RC週報1号 

⑭7.8.9月プログラム 

⑮工藤聖彦マリンバチャリティー 

コンサートご案内＆チケット申し込み 

 

発行 入間ロータリークラブ 

■事務所：〒358-0005 入間市宮前町 1-10 繁田醤油(株)内 Tel.04-2964-1700 Fax.04-2965-5788 

■Email ：iruma－rc＠jupiter.plala.or.jp 
■例会場：丸広百貨店入間店６Ｆバンケットホール Tel.04-2963-1111 
■例会日：木曜日 12：30～13：30 ■会報委員長：田中快枝 


